


















































東北大通研 藤 井 英 彦
沢 田 康 次
Zhabotinski反応の不思議の焦点は,最初に空間的に一様であるものが,美しい規則構
造になることにある｡
反応の従来の解析 1)は,-様なリミットサイク/レと,静止した空間構造と別々に理解
するものであった｡しかし,後者の ｢構造｣も現実にはゆっくり動いているし,前者も
通常の(反応液を静止し,構造発生可能な )条件では,各場所の ｢リミットサイク/レ｣
の位相差はどんどん開いていくことを私達は知っている｡(図1)
winfree2)らは,後者は拡散が引き金となって進行する…TriggerWave"であり,前者
は拡散に無関係な,単なる ｢リミッ
トサイクル｣の場所による周期の差
による "PseudoWave'であると言
う｡そこで,問題はこれらの2つの
波 (P波とT波 )はどういう関係に
あるのか ?- その点を知るために
以下の実験を行った｡
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図 1 二点での反応の位相差の時間的拡大
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